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モ ン ゴル仏 教 の 開 拓者 サ キ ャ ・パ ンチ ン

嘉 木 揚 凱 朝

モンゴル仏教については,い ままでに学術的かっ総合的な評価がなされていな

いのは,周 知の事である.モ ンゴル人の文化的基盤の多 くは,仏 教に依 るところ

が大きい.そ れにもかかわらず,仏 教伝来の年代や由来についてす らも,明 確な

研究がなされていない.モ ンゴルにいつ仏教が伝来 したかは,ま だ定説がない.

学者や学僧の立場によって,伝 来年代が異なっているのが現状である.

この 小 論 の意 図 は,モ ン ゴル 帝 国 の ゴ ダ ン ・ハ ー ン(闊 瑞汗GudanHan1206-1251)

が,チ ベ ッ ト仏 教 の サ キ ャ派 の第 四祖 サ キ ャ ・パ ン チ ン(薩 迦班智達 ・SaskyaPan-

cinll82-1251)を モ ン ゴル の 地 に招 請 す る た め に書 き送 っ た手 紙 とD,サ キ ャ ・パ ン

チ ンが,こ の招 請 に応 じて モ ン ゴル に着 い た後,チ ベ ッ ト人 が モ ン ゴル 帝 国 に帰

順 す る よ う説 得 す るた め に書 き送 っ た手 紙 「薩 迦 班 智 達 致 蕃 人 書 」(BusL・brNams

lasPrinbabShugs)2)を 解 明 す る も ので あ る.こ の二 通 の手 紙 は,モ ンゴ ル帝 国 に帰

順 す る こ とに よ っ て,両 民族 の 間 に仏 教 を通 した絆 が 生 まれ,そ の絆 が 太 くな っ

て い っ た の は,そ の 後 の 歴 史 が 証 明 す る と ころ で あ る.

サ キ ャ派 の 第 四 祖 サ キ ャ ・パ ンチ ンは,実 名 はサ キ ャ グ ンガ キ ャル ザ ン(薩 班 ・

衰嗅堅讃SaskyaKundgahrgyalmtshan)と い う.サ キ ャ ・パ ンチ ンは,サ キ ャ派 の祖

師 の 中 で,始 め て正 式 に 出 家 した 比 丘 で あ っ た.一 生 涯 チ ベ ッ ト全 土 をへ り巡 り,

各 地 の 寺 院 の高 僧 を訪 ね,多 数 の 説 法 や 弁 論 会 な ど に参 加 した.師 の学 問 が優 れ

て い た の で,人 々 は師 を尊 称 して,「 精 通 五 明 のパ ンチ ン」(班 智達pandita)と 呼 ん

だ.当 時,チ ベ ッ ト随 ―・の 高 名 な学 問 僧 で あ っ た.サ キ ャ ・パ ン チ ンは,チ ベ ッ

ト仏 教 の有 名 な領 袖 で あ るだ けで な く,優 れ た学 者 で も あ り,彪 大 な論 書 を著 わ

し た.現 存 して い る主 要 な書 物 の 中 に,有 名 な 『薩 迦 格 言 』(SaskyalegsbSad)が あ

り,以 前 の イ ン ド,及 び チ ベ ッ ト仏 教 に お け る各 派 の 得 失 を系 統 的 に評 価 し,仏

教 の理 論 を構 築 して い る 『三 律 義 論 』(sDomgsumrabdbye)が あ る.サ キ ャ ・パ ン

チ ン の時 代 は,チ ベ ッ ト社 会 が 分 裂 の真 っ 只 中 に あ る時 期 で も あ っ た.各 地 方 が

互 い に争 い,戦 争 に 明 け暮 れ る 中 で 日々 の生 活 を 送 る民 衆 に とっ て は,生 活 に 必

1014



(140) モ ンゴル 仏教 の開拓 者サ キ ャ ・パ ンチ ン(嘉 木揚)

要な家屋や家財や家畜などが激 しく破壊 されてい く,大 変困難な時代であった.

サキャ ・パンチンは,63歳 の高齢で,「 長途賊渉数千里」 といわれる長途の旅に

出た.自 分の生死をい とわず,毅 然 として涼州(現 在の甘粛省)に 赴き,有 史以来

始めて,チ ベット人はモンゴルの王室 と直接に政治的な関係を樹立した.サ キャ・

パンチンの努力によって,モ ンゴル帝国はチベッ トを戦争の渦中に巻き込むこと

がなかった.サ キャ ・パンチンは,ま さにチベット民族の歴史に大 きな足跡を残

した人であるといえる.

チ ン ギ ス ・ハ ー ンの 孫 ゴ ダ ン ・ハ ー ン は,南 購 部 洲 で 「枯 主 」(mGonpo)と 呼

ぼ れ るサ キ ャ ・パ ンチ ン を モ ン ゴル に 招 請 し,モ ン ゴル の 地 に仏 法 を 高 揚 した.

ゴ ダ ン.ハ ー ンは,モ ン ゴル の 地 に仏 法 聴 聞 に よ る利 益 と安 楽 を もた らす 師 を求

め る親 書 を与 えて,ダ ァル ハ ン の太 子 ドル タ ノ リボ(多 達那波rportanorbo)を 使

節 としてチベ ットに派遣 した.親 書は,『「長生天気力里,大 福蔭護助里,皇 帝聖

旨」つまり,長 生天であるチンギス ・ハーンの力によって,先 祖代々の福徳の護

助するところによる皇帝の命令,と い う呼び掛けで始まる.「父母 と天地の恩恵に

報いるために,私 には,道 を示し善悪を区別できる上師ラマが必要である.尊 者

を選んで,上 師 と決めた.モ ンゴルまでの旅は大変な苦労をともなうと思われる

が,労 をいとわずモンゴルに来てほしい.若 し,尊 者が年を取っていることを口

実 に,モ ンゴルに来ることができなけれぼ,そ れは衆生を利益するためには,釈

迦牟尼仏が身命を惜 しむことがなかった事実に反する.尊 者の仏法修行の誓願に

も反する.我 が国の軍隊を派遣すれば,多 くの衆生の生命を害な うことになる.

尊い教えで衆生に安楽をもたらすために,で きる限 り速やかにモンゴルの地へ来

てほしい」と.日 付は龍年(1244年)8月30日 とある。

硬軟織 り混ぜた親書を読んだサキャ ・パンチンは,幼 い頃に聞いた第三祖ラッ

ファジャルザンの予言を思い出 した.お 前の後半生には,360種 の異民族があ り,

720種 の言語を話す北方のモンゴル地方から,菩 薩の化身であるゴダンと呼ばれ

る王の命を受けて,ダ ァルダというモンゴル人が,鷹 の頭のような帽子を被 り,

豚の鼻のような靴を履いて,使 節 として来蔵 し,お 前をモンゴルに招請する,と

いうものであった.

サキャ ・パンチンが,モ ンゴルに招請されたのは,1246年 チベット暦の陽火馬

年のことであった.サ キャ ・パ ンチンが65歳,甥 のパ ックパ(八 思巴 ・洛追堅讃

hPhagspablogrosrgyalmtshanl235-1280)と チ ャ ク ナ ド ル ジ(茶:那phyagnardorje

1239-1267)の 二 人 を連 れ て の来 蒙 で あ っ た.サ キ ャ ・パ ンチ ン以 下 三 人 が ゴ ダ ン ・
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ハ ー ン に接 見 した時 王 は病 床 に あ っ た.サ キ ャ ・パ ンチ ン は,ゴ ダ ン ・ハ ー ン

の た め に 『獅 子 吼 法 』 を供 養 した.そ の供 養 に よっ て,ゴ ダ ン ・ハ ー ン の病 気 は

全 治 した と伝 え られ る.ゴ ダ ン ・ハ ー ン とサ キ ャ ・パ ンチ ンが,正 式 に会 談 した

の は,淳 祐 七 年(1247年)で あ っ た.こ の会 談 が,世 に い う涼 州 会 談 で あ る.サ

キ ャ ・パ ンチ ンが,涼 州 会 談 の 結 果 を受 け て,チ ベ ッ ト仏 教 の 各 教 派 の領 袖 と各

地 の代 表 者 に向 け て書 き送 っ た の が,こ の 「薩 迦 班 智 達 致 蕃 人 書 」 とい う手 紙 で

あ る.手 紙 の 題 は,チ ベ ッ ト語 の 原 文 で は,弟 子 達 に 送 っ た 手 紙(BusL・brNamsla

sPrinbabShugs)と な っ て い る.

手 紙 の 主 な 内容 は,サ キ ャ ・パ ン チ ン が チ ベ ッ ト人 に,モ ン ゴル に帰 順 す る こ

との 必 要 な こ と と大 切 さ を明 確 に説 明 した と ころ に あ る.こ の 手 紙 を機 に,チ ベ ッ

トはモ ン ゴル 帝 国 に帰 属 し,チ ベ ッ トとモ ン ゴル 帝 国 との 政 治 的 な関 係 を樹 立 す

る こ とにな った.「 私 は,仏 法 を高 揚 す るた め,衆 生 を救 済 す る た め,更 に チ ベ ッ

ト語 を使 っ て い る人 々 を慈 念 し,モ ン ゴ ル に 来 た.私 を招 請 した 大 施 主 ゴ ダ ン ・

ハ ー ン は,大 変 喜 ん だ.尊 者 が 初 め て モ ンゴ ル に 帰 順 す る こ とに よ っ て,残 るチ

ベ ッ ト人 も皆 引 き続 い て 帰 順 す る も の と思 わ れ る.サ キ ャ ・パ ンチ ン,尊 者 は,

聖 な る仏 教 を護 る人 で あ る.だ か ら釈 尊 の教 えを,間 違 い の な い よ うに モ ン ゴル

の 地 に広 く伝 え な さ い.」 とい う一 節 の あ るサ キ ャ ・パ ンチ ン の手 紙 は,ゴ ダ ン ・

ハ ー ンが 菩 薩 の化 身 で あ り,仏 ・法 ・僧 の 三 宝 に深 く帰 依 した人 で あ る こ とを示

して い る.ゴ ダ ン ・ハ ー ン は,サ キ ャ ・パ ンチ ン に,私 の全 て の行 為 が 善 い か 悪

いか は,上 の天 だ けが 知 って い る.ゴ ダ ン ・ハ ー ンで あ る私 は,必 ず チ ベ ッ ト人

に安 心 した安 楽 な生 活 が で き る こ とを保 証 す る.」 とい う,チ ベ ッ ト人 の 安 全 を保

証 す る一 節 もあ る.さ らに 手紙 は,「 ゴ ダ ン ・ハ ー ンが,私 に大 き な関 心 を寄 せ て

い る.だ か ら,金 ・チ ベ ッ ト ・ウ イ グ ル ・西 夏 等 の善 知 識 ・大 徳 も,各 地 の 人 々

も皆,ゴ ダ ン ・ハ ー ンが 私 に関 心 を も っ て い る こ とを特 異 な こ とで あ る と考 え て,

三 宝 に帰 依 して くる.私 を始 め モ ン ゴル 帝 国 に來 た人 は皆,衣 ・食 ・住 に何 の苦

労 も して い な い.モ ン ゴ ル帝 国 は,私 達 に深 い関 心 を寄 せ,私 達 は厚 遇 され て い

る.」 とも書 き示 し,安 心 して モ ン ゴル 帝 国 に帰 順 す る よ う説 得 の言 葉 を続 けて い

る.

サ キ ャ ・パ ンチ ンは,63歳 で モ ン ゴル に赴 いて 以 来,モ ン ゴル の地 涼 州 を離 れ

る こ とが な か っ た.幻 化 寺(sPn・lpasde)で 入 滅 した の は,70歳1251年11月14

日の こ とで あ っ た.チ ベ ッ トとモ ン ゴル との強 い絆 は,サ キ ャ派 の サ キ ャ ・パ ン

チ ンの 來 蒙 が 端 緒 で あ った.サ キ ャ ・パ ンチ ン は,示 寂 後 の来 世 で,空 行 尊(mKha

1012



(142) モ ンゴル仏教 の開 拓者 サ キャ ・パ ンチ ン(嘉 木揚)

bgroma)に な り,十 地 を こ とご と く証 得 し,そ の後 極 楽世 界 に往 生 し成 仏 した と,

モ ンゴ ル で は深 く信 じ られ て い る3).

も し,サ キ ャ ・パ ンチ ンが,モ ンゴ ル 帝 国 に協 力 しな か っ た ら,ま た も し,チ

ベ ッ トの僧 俗 を代 表 して モ ン ゴ ル帝 国 と会 談 を しな か っ た ら,現 在 に残 る チ ベ ッ

ト仏 教 とチ ベ ッ ト文 化 は,戦 禍 の 中 で 存 在 し得 なか っ た と考 え られ る.チ ベ ッ ト

社 会 も どの よ うに な っ て い た か 分 か らな い.

モ ン ゴル に とって も,ど の よ うな 宗 教 を受 け入 れ る か に よっ て,世 界 中 に影 響

を及 ぼ した 戦 禍 が どれ ほ ど酷 い もの とな った か は,計 り知 れ な い.サ キ ャ ・パ ン

チ ンの偉 大 さは,自 分 の身 や 自分 の家 族 だ け に 関 心 を とどめ な か った こ とに あ る.

チ ベ ッ ト人 の こ と,モ ン ゴ ル 人 の こ と,あ る い は,全 人 類 の こ とを考 え た と こ ろ

に偉 大 さが あ る と思 わ れ る.

「黄 金 が あれ ば,欲 しい も の は 自然 に得 られ るの で,よ く よ くこの こ と につ い て

考 えな さい 」 と,サ キ ャ ・パ ン チ ン の手 紙 の 中 に あ る 「黄 金 」 は,モ ン ゴル 帝 国

の 力 を指 して い る.こ の こ とか ら,サ キ ャ ・パ ンチ ン はモ ン ゴ ル帝 国 の 力 に頼 れ

ば,チ ベ ッ ト文 化 も,チ ベ ッ ト仏 教 も,そ の ま ま残 す こ とが で き る と信 じ た と,

読 み 取 る こ とが で き る.

昔 も今 も,宗 教 は,国 家 や政 治 か ら離 れ て,独 立 し,成 功 した た め しが な い.

仏 典 の 「四 摂 法 」 に説 く,世 間 和 合 の 同事 が 教 え る と ころ で あ る.そ う しな け れ

ば,民 衆 に受 け 入 れ られ な い.逆 に どの よ うな 国 家 も,宗 教 と う ま く協 調 しな け

れ ぼ,国 家 と して の発 展 性 が な く,平 和 な 国 家 をつ くる こ とが 難 しい こ とを歴 史

が教 え て くれ る.
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